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(57)【要約】

【課題】内視鏡からの処置具の過度な突出により誤って

体壁等を傷つけることを防止したり、慎重になり過ぎて

処置具の挿入に時間がかかるのを抑制することが可能な

ストッパーの提供を目的とする。

【解決手段】ストッパーＳ１は、内視鏡５に設けられた

導入口５１ａから導入され内視鏡５の内腔５１を介して

体内に挿入される長手形状の処置具３、に取り付けられ

るストッパーであって、導入口５１ａよりも基端側にお

ける処置具３の部位に着脱自在に固定され、処置具３の

先端部が内腔５１の先端開口５１ｂから所定長さＬを超

えて突出しないように、導入口５１ａへの当接により処

置具３が内視鏡５の内腔５１へ進入する度合いを制限す

るものである。

【選択図】図２
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